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本日のプログラム
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(1) 2024(令和６)年 8月22日発行 ＜会員増強・新クラブ結成推進月間＞

Weekly Report№６
第３１３０回例会記録
日時：2024年 8月 8日(木)07:00～
会場：太陽の丘 虹のひろば 管理棟
司会：高 井 一 博 ＳＡＡ③
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：―
★Ｒ ソ ン グ：―
★四つのテスト：―

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

会長報告 乾 淳 会長①
皆様 おはようございます。本日は、早朝より

例会にご出席戴き誠にありがとうございます。
また、8月1日に行われましたガバナー公式訪

問ですが、皆様のご協力のおかげで無事に終える
ことが出来ました事に重ねて感謝申し上げます。

会員皆様の行ないの良さでしょうか、絶好の除
草日和となりました、というシナリオを考えてお
りましたが、残念ながら雨となってしまいまし
た。先程、上田社会奉仕委員長と協議しました
が、残念ながら本日は中止とさせて頂きました。
今後も各種団体で除草作業が予定されております
ので、ぜひ各自にてご奉仕頂ければ幸いです。

それでは、本日の会長報告ですが、虹のひろば
管理棟入り口にありますコスモスタワーについて
お話いたします。

コスモスタワーは、前面のプレートにも書かれ
ている通り遠軽ロータリークラブ創立50周年記
念事業として遠軽町に寄贈したものであります。
タワーは10段式となっており、花への水やりに
ついては、タワーにホースが設置してあり上段か
ら下段まで均等に水やりができる構造となってい
るようです。ちなみに設置費用は、1,300,000円
とのことでした。

お帰りの際にでもご確認頂ければと思います。

幹事報告 石井 朋子 幹事②
１．10月12-13日、帯広市で開催の第2500地区地

区大会実施要項を配布。
２．8月24日㈯、紋別RC創立70周年記念式典出

席者の方へ配車について配布。ご確認下さい。
３．ガバナー公式訪問の礼状。回覧。
４．ガバナー月信VO.2。回覧。
５．北海道家庭学校創立110周年式典案内。

本日のプログラム
コスモス園の除草作業

上田 稔 社会奉仕委員会委員長④
本日のコスモス園の草取り作業は生憎の雨のた

め中止いたしますので、宜しくお願いします。
【名前等後の○数字は写真とその中の番号】

8月29日(木)12:30~
会員卓話
職業奉仕委員会

委員会報告
◇長嶋 宏明 親睦活動委員長
・8月の結婚記念日、おめでとうございます。

藤田礼三君④
・8月の誕生日、おめでとうございます。

大西孝拡君⑤ 井上英勝君 福家 貢君⑥
宇野 勝君② 前島英樹君

【名前の後の○数字は写真とその中の番号】

8月22日(木)12:30~
委員会担当例会
会員組織委員会
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広島「原爆の日」と
ICUのロータリー平和フェロー

2024-25年度 RI第2500地区
ロータリー平和フェローシップチーム

リーダー 東海林 勉

6月22日㈯、国際基督教大学（ICU：東京都
三鷹市）で開催された第22回ロータリー平和
センター年次セミナーに参加してきました。

これは、ICUのロータリー平和センターで、
第20期生6名、及び21期生8名のロータリー平和
フェローが2年間研究してきた平和と紛争解決
に関する研究成果を発表する公式行事で、発表
後には質疑応答があり、皆素晴らしい内容で平
和フェローとして更なるキャリアアップと活躍
が期待されるものでした。

発表の合間に、第22期生紹介と同期代表に
よる広島研修旅行発表が行われました。

ICUの平和フェローが、毎年1度行く広島への
研修旅行では、戦争を経験した国からの、そし
て被爆者の声を聞くことができ、日本が悲劇を
克服しようとする姿を目の当たりにします。平
和構築への思いを新たにする平和フェローにと
って大変貴重な機会となっています。

新垣修センター長は、「広島の悲劇は単なる
過去ではありません。そのような事態を避けるた
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8月 1日 45 43 32 1 76.7％
8月 8日 45 43 31 72.1％

めの努力をしない限り、将来、地球の一部あるい
は全体が繰り返されるかもしれないという現実的
な恐怖があります」と述べておられます。

8月6日、広島に原爆が投下されて79年となり
ます。被爆者が高齢化していく中、このプログラ
ムは日本でしか体験出来ない貴重なものです。長
崎にも行くべきだという意見もありますが、実施
は困難なようです。

その後、卒業を祝う夕食会がホストエリア連絡
協議会＊主催で行われ、新垣修センター長から修
了証書が授与され、同協議会から記念品が贈呈さ
れました。修了後も繋がりを維持していき、フェ
ロー同士のネットワークも出来ているそうです。

本来なら各期ごと＝定員10名＝の年次セミナ
ーですが、コロナ禍のため、今年は2期合同開催
となりました。8月には第23期生を受容れます。
■＊＝同センターが所在する2750地区を中心に近隣
の5地区と併せてホストエリア連絡協議会を構成
し、各地区で毎年1～2名の平和フェローを世話
し、彼らとカウンセラー・オリエンテーションを実
施、また広島研修旅行や様々な文化交流会の企画開
催、フェローの各地区やクラブへの講師の派遣窓口
を行っています。これらの事業は全てRIからの
1,500ドルと全国会員一人“年15円”の寄付によって
賄われています。（この予算では厳しく、更なる支
援が必要と思います。）
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